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◆ キーワード　佐銘川大主／第一尚氏／尚円王／聞得大君漂流譚／家譜作成

「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」
の
伝
承
世
界

保 

坂
　
達 

雄

は
じ
め
に

琉
球
は
十
二
、三
世
紀
の
グ
ス
ク
時
代
を
経
て
、
十
四
世
紀
に
始
ま
る
三

山
時
代
か
ら
後
の
琉
球
王
国
へ
と
続
く
古
琉
球
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
。
北
山・

中
山
・
南
山
と
鼎
立
し
て
い
た
三
山
時
代
の
沖
縄
島
を
統
一
し
て
、
琉
球
王

朝
を
樹
立
し
た
の
が
第
一
尚
氏
で
あ
っ
た
。「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」
は

こ
の
第
一
尚
氏
王
統
の
発
祥
を
め
ぐ
る
議
論
の
な
か
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
き

た
古
文
書
で
あ
る
が
、
系
譜
的
な
関
心
に
留
ま
り
叙
述
そ
の
も
の
に
ま
で
踏

み
込
ん
だ
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
（
１
）。
し
か
し
な
が
ら
改
め
て
原
文
に
即
し

て
読
み
直
し
て
み
る
と
、
神
話
的
な
モ
テ
ィ
ー
フ
を
含
み
も
つ
伝
承
や
文
字

資
料
の
な
か
に
残
さ
れ
た
口
承
の
痕
跡
な
ど
、
伝
承
論
的
に
見
て
き
わ
め
て

興
味
深
い
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
他
資
料
と
の
話
型
の

類
似
な
ど
、
こ
の
文
書
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
成
さ
れ
て
き
た
の
か
考
え
る

糸
口
を
与
え
て
く
れ
る
。
さ
ら
に
は
家
譜
と
の
関
係
な
ど
、
考
察
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
点
は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
写
本
を
蒐
集
整
理
す
る
。
次
に
叙
述
内
容
を
い
く
つ

か
の
部
分
に
分
け
て
検
討
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
承
の
特
質
を
明
ら
か
に
す

る
。
そ
の
う
え
で
成
立
時
期
・
制
作
伝
承
集
団
な
ど
に
も
触
れ
な
が
ら
、

伝
承
の
生
成
過
程
に
つ
い
て
論
じ
る
。

一　
「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」
の
諸
本

ま
ず
は
じ
め
に
諸
本
を
整
理
す
る
。
現
在
所
在
の
確
認
で
き
る
写
本
は

三
本
あ
る
。
書
写
年
代
順
に
配
列
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

a
沖
縄
国
際
大
学
図
書
館
所
蔵
本
「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」

　

�

本
文
の
始
め
（
一
丁
オ
一
～
三
行
目
）
に
、「
光
緒
十
七
年
五
月

明
治
二
十
四
年
十
月
写
之　

佐
敷
間
切
ニ
あ
る
元
祖
由
来
記
写　

但
後
条
城
間
村
之
由
来
記
も
有
之
候
」
と
あ
る
。

b
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
蔵
本
「
佐
銘
川
大
主
由
来
記
」

　

�
扉
に
「
明
治
三
十
三
年
五
月
写　

佐
銘
川
大
主
由
来
記　

佐
敷
間

切
」
と
あ
る
。
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c
琉
球
大
学
図
書
館
伊
波
普
猷
文
庫
所
蔵
本
「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」

　
�

本
文
一
行
目
に
「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記　

佐
敷
番
所
ニ
於
て
写

之
」
と
あ
る
が
、
書
写
年
代
未
詳
。
な
お
本
文
末
尾
に
「
孫
姓
大

宗
家
譜
序
」
が
付
さ
れ
る
。

a
は
光
緒
十
七
年
（
明
治
二
十
四
年
、
一
八
九
一
年
）
本
で
、
本
文
の

始
め
に
「
佐
敷
間
切
ニ
あ
る
元
祖
由
来
記
」
と
あ
る
の
で
、
佐
敷
間
切
に

所
在
の
文
書
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
b
は
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇

年
）
の
筆
写
本
で
、
外
題
・
内
題
と
も
に
「
佐
銘
川
大
主
由
来
記
」
と
「
大

ぬ
し
」
は
漢
字
。
本
文
の
文
体
も
他
の
諸
本
と
異
な
り
、「
た
ま
ふ
」
な
ど

の
敬
語
表
現
が
一
切
削
除
さ
れ
、
時
制
を
表
す
助
動
詞
も
「
け
り
」
を
廃

し
て
「
た
り
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
本
文
校
訂
の
痕
も
伺
わ
れ
る
。

難
読
不
審
の
文
字
に
つ
い
て
は
本
文
右
脇
に
別
字
小
文
字
で
、
ま
た
本
文

上
部
欄
外
に
は
こ
れ
ま
た
別
筆
で
校
訂
の
メ
モ
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ｃ
は

琉
球
大
学
図
書
館
伊
波
普
猷
文
庫
が
蔵
す
る
も
の
で
、「
佐
敷
番
所
ニ
於
て

写
之
」と
あ
る
が
年
代
は
未
詳
。十
三
行
の
罫
紙
に
記
さ
れ
た
和
綴
じ
本
で
、

用
紙
が
罫
紙
で
あ
る
こ
と
か
ら
お
そ
ら
く
は
明
治
期
の
筆
写
と
考
え
ら
れ

る
が
、
断
定
は
で
き
な
い
。

こ
れ
ら
三
種
の
写
本
の
他
に
、
昭
和
に
な
っ
て
書
写
さ
れ
た
転
写
本
が

あ
る
。

ｄ
昭
和
二
年
、
鎌
倉
芳
太
郎
筆
写
「「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
日
記
」

　

�

本
文
冒
頭
に
、
墨
筆
に
て
「
佐
敷
村
役
場
所
蔵
本　

大
清
同
治
七

年
戊
辰
閏
四
月
写　

佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
日
記　

佐
敷
間
切
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

e
比
嘉
春
潮
筆
写
「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」

d
は
鎌
倉
芳
太
郎
が
啓
明
会
の
研
究
補
助
を
受
け
て
「
琉
球
芸
術
調
査

事
業
」
に
従
事
し
た
時
期
に
筆
写
し
た
も
の
で
、
末
尾
に
鎌
倉
み
ず
か
ら

「
昭
和
二
年
四
月
三
日
校
正
了
」
と
校
了
日
を
記
し
て
い
る
（
２
）。

原
本
は
「
大

清
同
治
七
年
戊
辰
閏
四
月
写
」
と
あ
り
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
の
写

本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
文
書
名
が
「
由
来
日
記
」
と
な
っ
て
い

る
の
は
、
小
字
で
挿
入
さ
れ
た
「
日
」
の
文
字
を
生
か
し
た
翻
刻
者
の
判

断
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
e
は
比
嘉
春
潮
が
カ
ー
ボ
ン
複
写
し
た
も
の
で
、

お
そ
ら
く
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
の
も
の
だ
ろ
う
。「
伊
平
屋
旧
記
集
」
と
題

さ
れ
た
和
綴
じ
本
の
な
か
に
他
の
資
料
と
と
も
に
収
録
さ
れ
、
現
在
沖
縄

県
立
図
書
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
五
種
の
ほ
か
に
、
b
の
校
訂
に
際
し
て
校
合
用
と
し
て
参
照
さ

れ
た
、
田
島
利
三
郎
筆
写
に
な
る
「
琉
球
国
由
来
記
集　

第
二
」
所
収
本

と
筆
写
者
・
筆
写
年
不
明
の
「
那
覇
由
来
記
集
」
所
収
本
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

田
島
利
三
郎
は
沖
縄
県
尋
常
中
学
校
の
国
語
教
師
と
し
て
沖
縄
に
滞
在
し

た
明
治
二
十
六
年
か
ら
二
十
八
年
の
間
に
、『
お
も
ろ
さ
う
し
』
を
は
じ
め

と
す
る
古
琉
球
の
数
多
く
の
文
献
を
収
集
筆
写
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

る（
３
）。
そ
れ
ら
は
琉
球
大
学
図
書
館
伊
波
普
猷
文
庫
に
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
な
か
の
「
琉
球
国
由
来
記
集
」
は
明
治
二
十
八
年
に
筆
写
さ

れ
た
も
の
で
、中
に「
渡
嘉
敷
間
切
由
来
記
」「
よ
き
や
の
ろ
く
も
い
伝
来
記
」

「
久
高
島
由
来
記
」
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」

所
収
の
「
琉
球
国
由
来
記
集　

第
二
」
は
所
在
不
明
な
が
ら
、「
琉
球
国
由

来
記
集
」
の
よ
う
に
他
の
文
書
と
と
も
に
収
録
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
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さ
れ
る
。

　
「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」
の
諸
本
を
見
て
き
た
が
、
書
写
年
代
が
明
治

元
年
（
一
八
六
八
）
か
ら
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
集
中
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
い
ず
れ
も
佐
敷
間
切
・
佐
敷
番
所
・
佐
敷
村
役

場
と
佐
敷
の
地
で
筆
写
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
を
検
討

す
る
と
、
本
文
上
に
異
同
が
な
く
、
増
補
附
加
さ
れ
た
内
容
を
除
け
ば
、

基
本
的
に
同
一
の
本
文
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
、「
佐
銘
川

大
ぬ
し
由
来
記
」
と
い
う
文
書
が
ど
の
よ
う
な
生
成
過
程
を
経
て
、
い
つ

頃
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
か
、
ま
た
そ
の
性
格
等
も
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。

二　
「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」
の
伝
承
内
容

そ
れ
で
は
、「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」
は
ど
の
よ
う
な
性
格
の
文
書
な

の
か
、
内
容
に
分
け
入
っ
て
考
え
て
み
よ
う
。
全
体
は
大
き
く
二
つ
の
部

分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

Ⅰ　

元
祖
佐
銘
川
大
主
、
苗
代
大
比
屋
、
佐
敷
小
按
司
に
関
す
る
伝
承

Ⅱ　

第
一
尚
氏
王
統
の
王
名
と
そ
の
末
裔
た
ち

前
半
に
あ
た
る
Ⅰ
は
、
冒
頭
に
「
元
祖
由
来
記
」
と
書
か
れ
て
い
る
よ

う
に
元
祖
佐
銘
川
大
主
を
中
心
と
し
た
伝
承
で
、そ
の
子
苗
代
大
比
屋
（
後

の
尚
思
紹
）、
孫
佐
敷
小
按
司
（
後
の
尚
巴
志
）
ま
で
の
伝
承
が
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
前
半
部
分
が
「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」
の
中
心
的
な
部
分

で
あ
る
。
伊
波
普
猷
か
ら
現
代
の
研
究
者
に
至
る
ま
で
、「
佐
銘
川
大
ぬ
し

由
来
記
」
と
い
え
ば
こ
の
Ⅰ
の
叙
述
に
基
づ
き
、
第
一
尚
氏
王
統
の
発
祥

を
解
明
す
る
歴
史
伝
承
の
典
拠
と
し
て
利
用
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
由
来
記
は
こ
こ
ま
で
で
は
分
量
的
に
全
体
の
三
分
の
二
に
し
か
過
ぎ

ず
、
後
半
は
Ⅱ
に
あ
る
よ
う
に
、
七
代
続
く
第
一
尚
氏
王
統
最
後
の
王
、

尚
徳
ま
で
名
前
が
最
初
に
並
べ
ら
れ
、
続
い
て
そ
の
末
裔
た
ち
の
履
歴
が

記
述
さ
れ
て
い
る
。
全
体
は
こ
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
が
、
ま
ず

Ⅰ
の
叙
述
を
七
つ
に
分
け
て
要
約
す
る
。

①�

伊
平
屋
、
伊
是
名
島
の
住
人
佐
銘
川
大
主
は
幼
少
時
孤
児
だ
っ
た
。

十
四
五
歳
に
な
り
、
田
を
耕
作
す
る
と
い
つ
も
豊
作
。
近
所
の
人
た

ち
に
施
し
た
の
で
、
大
主
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。

②�

あ
る
年
大
風
大
旱
が
続
き
、島
民
は
窮
迫
し
た
。そ
こ
で
島
民
た
ち
は
、

大
主
貯
蔵
の
米
粟
奪
取
を
計
画
、
殺
害
ま
で
考
え
た
。
漁
か
ら
帰
っ

て
き
た
大
主
は
日
頃
親
し
く
し
て
い
た
老
人
に
そ
の
こ
と
を
知
ら
さ

れ
、
追
手
を
振
り
切
っ
て
今
帰
仁
の
浜
に
辿
り
着
く
。

③�

あ
る
日
、
浜
辺
で
昼
寝
し
て
い
る
と
、
再
び
伊
平
屋
島
の
老
人
が
夢

の
中
に
現
れ
、
辺
戸
の
岬
を
漕
ぎ
回
り
南
に
向
か
っ
て
下
っ
て
ゆ
く

と
、
南
を
腰
当
て
に
し
て
北
を
向
い
た
と
こ
ろ
に
大
潟
が
あ
る
。
そ

こ
に
居
住
し
て
大
業
を
起
こ
せ
と
教
え
ら
れ
、
佐
敷
ば
て
ん
の
浜
に

着
く
。

④�

大
主
は
ば
て
ん
潟
で
漁
を
し
て
暮
ら
し
て
い
た
。
あ
る
日
、
獲
れ
た

魚
を
も
っ
て
稲
福
大
城
に
売
り
に
行
く
と
、
大
城
按
司
に
呼
び
止
め

ら
れ
、
我
が
娘
を
妻
に
し
な
い
か
と
乞
わ
れ
る
。
恐
縮
し
て
断
る
と
、

按
司
が
言
う
に
は
、
昨
夜
の
夢
に
白
髪
の
翁
が
現
れ
魚
売
り
を
聟
に

す
る
よ
う
に
と
い
う
夢
を
見
た
の
で
、
辞
退
し
な
い
で
く
れ
と
い
う
。
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そ
こ
で
、
吉
日
を
選
ん
で
祝
儀
を
挙
げ
、
ば
て
ん
に
居
を
構
え
る
。

や
が
て
富
貴
万
福
と
な
り
、
男
子
苗
代
大
比
屋
・
女
子
ば
て
ん
大
の

ろ
の
二
人
が
誕
生
し
た
。

⑤�

察
度
王
の
御
代
、
聞
得
大
君
は
久
高
島
渡
航
の
折
、
逆
風
に
遭
っ
て

行
方
不
明
と
な
る
。
そ
の
た
め
か
、
三
年
旱
魃
と
な
る
。
み
せ
せ
り

に
「
聞
得
大
君
は
大
和
に
漂
着
し
て
い
る
。
ば
て
ん
の
ろ
く
も
い
は

船
を
造
っ
て
お
迎
え
す
る
よ
う
に
」
と
お
告
げ
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で

ば
て
ん
の
ろ
は
斎
場
御
嶽
に
登
っ
て
木
を
伐
り
出
し
、
腕
の
良
い
大

工
を
選
ん
で
船
を
造
ら
せ
る
。
そ
し
て
ば
て
ん
大
の
ろ
以
下
女
ば
か

り
三
十
七
人
の
乗
組
員
で
船
出
し
、
紀
の
国
に
参
着
。
聞
得
大
君
を

乗
せ
、
一
旦
斎
場
御
嶽
の
下
く
も
く
湊
ま
ち
が
け
と
い
う
と
こ
ろ
に

到
着
。
御
嶽
で
水
撫
で
の
後
、
ば
て
ん
浜
に
廻
船
。
そ
こ
で
佐
銘
川

大
主
ご
夫
婦
・
苗
代
大
比
屋
ら
か
ら
坂
迎
え
を
受
け
た
。
大
君
は
そ

の
後
与
那
原
御
殿
屋
敷
で
他
界
。
み
つ
ん
た
け
で
葬
礼
が
営
ま
れ
た
。

⑥�

苗
代
大
比
屋
の
御
事
。
苗
代
大
比
屋
は
苗
代
の
里
に
屋
敷
を
構
え
て

住
ん
で
い
た
。
佐
敷
の
里
に
美
里
の
子
の
娘
が
深
窓
の
令
嬢
と
し
て

大
切
に
育
て
ら
れ
て
い
た
。
大
比
屋
は
見
初
め
て
密
通
し
、
娘
は
身

ご
も
る
。
や
が
て
父
親
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
激
怒
さ
れ
、
家
か
ら

逃
げ
出
し
て
苗
代
樋
川
の
小
山
に
身
を
隠
し
、
玉
の
男
子
を
出
産
す

る
。
そ
こ
に
白
髪
翁
が
い
ず
こ
よ
り
か
現
れ
、「
こ
の
子
は
た
だ
人
で

は
な
い
。
国
主
な
る
果
報
の
生
ま
れ
だ
。
苗
代
大
比
屋
に
渡
し
給
え
」

と
告
げ
て
消
え
去
る
。

⑦�

や
が
て
、
そ
の
子
は
佐
敷
小
按
司
と
呼
ば
れ
、
人
々
か
ら
尊
敬
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
頃
琉
球
は
北
山
中
山
南
山
が
争
い
兵
乱
が
絶

え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
小
按
司
は
兵
を
起
こ
し
て
乱
を
収
め
、
一
国

に
統
一
し
て
中
山
王
と
し
て
即
位
す
る
。

伊
平
屋
、
伊
是
名
島
に
孤
児
と
し
て
生
ま
れ
た
佐
銘
川
大
主
は
島
民
の

迫
害
を
受
け
、
あ
る
老
人
の
指
示
に
従
い
島
を
脱
出
。
本
島
に
逃
れ
、
今

帰
仁
か
ら
辺
戸
岬
を
廻
っ
て
佐
敷
ば
て
ん
の
浜
に
辿
り
着
く
。
そ
の
地
で

大
城
按
司
の
婿
と
な
り
、
苗
代
大
比
屋
（
後
の
尚
思
紹
）、
ば
て
ん
大
ノ
ロ

の
二
人
の
子
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
後
に
聞
得
大
君
大
和
漂
流
救
出
譚
が
間

に
挟
ま
れ
た
あ
と
、
苗
代
大
比
屋
は
隣
村
の
美
里
子
の
女
と
密
通
し
、
女

は
玉
の
男
子
を
出
産
す
る
。
こ
の
玉
の
男
子
こ
そ
佐
敷
小
按
司
と
呼
ば
れ

た
、
後
に
三
山
を
統
一
し
て
中
山
王
と
な
る
尚
巴
志
で
あ
っ
た
と
す
る
内

容
で
あ
る
。

三　

尚
円
王
金
丸
伝
承
と
の
類
似

前
節
で
は
「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」
の
内
容
を
見
て
み
た
が
、
そ
れ

で
は
前
半
部
分
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
窺
え
る
の
か
。
最
初
の
①
と
②

で
あ
る
が
、
実
は
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
、『
中
山
世
鑑
』
巻
四
に
記
さ
れ
た

第
二
尚
氏
の
始
祖
尚
円
王
の
伝
説
と
き
わ
め
て
類
似
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
と

な
っ
て
い
る
。
と
も
に
伊
平
屋
、
伊
是
名
島
の
出
身
で
あ
る
点
、
夜
中
に

牛
や
誰
か
が
耕
作
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
い
つ
も
豊
作
と
な
っ
た
と
す
る

点
、
そ
の
た
め
に
島
民
た
ち
か
ら
妬
ま
れ
て
島
外
に
逃
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
る
な
ど
は
、
ほ
と
ん
ど
尚
円
王
の
伝
承
と
見
紛
う
ば
か
り
で
あ
る
。
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す
で
に
前
稿
に
お
い
て
考
察
を
加
え
た
の
で
こ
こ
で
は
詳
論
を
控
え
る
が
、

該
当
個
所
だ
け
原
文
を
引
用
し
て
お
く
（
４
）。

【
資
料
Ａ
】

　
　

元
祖
由
来
記

一　

�

往
昔
、
佐
銘
川
大
ぬ
し
伊
平
屋
伊
是
名
島
の
住
人
、
佐
敷
間
切
江
御
渡

来
、
大
城
按
司
御
聟
ニ
成
給
ふ
由
来
伝
承
候
得
者
、
幼
少
の
時
父
母

し
ら
す
で
孤
子
成
給
ひ
は
、
親
類
縁
者
の
方
預
り
、
養
育
最
早
十
歳

余
に
な
れ
玉
ひ
は
、
農
業
ニ
心
掛
其
働
仕
給
ふ
に
、
作
色
数
不
豊
と

云
事
な
し
。
頓
て
十
四
五
歳
ニ
成
け
れ
ハ
、
田
を
耕
ん
と
て
あ
ふ
し

筑
立
け
れ
ハ
、
他
人
の
相
耕
て
有
。
扠
我
童
子
と
仰
て
の
仕
形
な
ら

ん
。
ま
た
畦
筑
立
早
速
耕
ん
と
仕
給
ふ
に
、
其
夜
ま
た
他
人
の
耕
て

ケ
様
の
仕
形
及
三
四
度
に
け
れ
ハ
、
難
黙
止
。
ま
た
畦
筑
立
、
其
夜

ふ
か
く
忍
て
見
給
ふ
ニ
、
夜
半
の
比
牛
数
疋
来
あ
つ
ま
り
て
踏
け
る
。

大
ぬ
し
は
つ
と
か
ん
じ
、
是
天
の
御
助
神
の
御
助
な
ら
ん
と
手
を
合
、

奉
拝
し
給
ふ
。
難
有
も
初
の
田
よ
り
と
し
ま
せ
、
米
粟
積
貯
て
富
貴

万
福
に
し
て
、
親
類
縁
者
所
中
の
人
々
不
自
由
の
方
江
は
、
折
々
見
次

仕
給
ふ
。
依
之
所
中
よ
り
貴
て
、
大
主
名
立
て
随
ん
人
ハ
な
し
。
然

も
有
処
大
風
こ
と
吹
損
シ
、
且
大
旱
打
続
、
作
毛
木
草
至
ま
て
焼
理
（
マ
マ
）

の
後
の
こ
と
く
な
り
者
、
飯
料
の
極
迫
に
飯
米
奉
訴
共
不
被
下
。
大

ぬ
し
貯
の
米
粟
舂
出
し
、
伊
平
屋
島
中
老
若
男
女
居
分
、
日
ニ
弐
合

宛
配
分
い
た
し
助
命
さ
せ
給
ふ
最
中
ニ
、
島
中
の
人
々
参
、
大
ぬ
し
江

申
談
候
者
、
此
世
振
助
さ
せ
給
ふ
事
誠
以
御
恩
情
難
有
次
第
ニ
候
。
然

処
今
通
日
々
に
御
配
被
下
事
、
近
比
御
厄
害
の
儀
ニ
而
候
。
人
夫
寄
せ

候
は
壱
度
に
舂
調
さ
せ
、
人
数
居
分
に
配
分
を
以
御
見
次
給
度
、
末
々

迄
願
出
申
候
と
申
し
け
る
。
大
ぬ
し
聞
て
、各
今
の
所
存
落
着
不
仕
候
。

此
世
振
い
つ
ま
て
過
行
候
哉
、
難
計
得
候
。
我
乍
六
ケ
敷
も
、
日
々

に
渡
さ
せ
は
海
草
の
類
取
る
ま
じ
。
助
命
可
被
仕
与
被
申
候
。

�

（「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」）

【
資
料
Ｂ
】

　
　

 

成
化
六
年
庚
寅
尚
円
御
即
位

尚
円
公
ハ
、
北
夷
伊
平
也
嶋
、
伊
是
名
、
首
見
ノ
人
也
。
永
楽
十
三

年
乙
未
ニ
御
誕
生
。
字
ハ
思
徳
金
ト
ゾ
申
ケ
ル
。

父
母
ハ
素
ヨ
リ
、
嶋
ノ
百
姓
タ
リ
。
其
先
ハ
、
今
ニ
不
可
知
ト
云
ヘ

ド
モ
、
疑
ク
ハ
先
王
ノ
後
胤
ニ
シ
テ
、
故
有
テ
彼
地
ニ
渡
リ
、
世
々

嶋
ノ
百
姓
ト
ハ
成
リ
ヌ
ラ
ン
。
不
然
即
如
何
ゾ
、
俄
ニ
此
大
福
有
ニ

ヤ
。（
中
略
）

尚
円
公
ハ
、
少
ノ
時
ヨ
リ
、
百
姓
ニ
交
リ
、
耕
農
ヲ
ゾ
業
ト
シ
給
。

或
時
、
旱
魃
ノ
災
有
テ
、
田
ニ
水
ア
ル
ハ
無
シ
。
人
ハ
皆
、
夜
白
、

水
ノ
ツ
ト
メ
ヲ
シ
ケ
レ
ド
モ
、
惟
尚
円
公
ハ
、
其
ツ
ト
メ
ナ
シ
。
サ

レ
共
、
田
ニ
水
ア
ル
事
、
宛
モ
雨
天
ニ
不
異
。
人
皆
聖
瑞
ヲ
バ
不
知

シ
テ
、
尚
円
公
、
水
ヲ
ヌ
ス
ミ
給
ト
ゾ
、
申
ケ
ル
。

尚
円
公
、大
ニ
驚
キ
、嶋
ノ
長
ニ
、訟
給
ケ
レ
ド
モ
、嶋
ノ
長
モ
、共
ニ
、

貪
欲
ノ
小
人
ニ
テ
、
有
ケ
レ
バ
、
更
ニ
聞
立
ル
者
ゾ
、
無
リ
ケ
リ
。

去
程
ニ
、
尚
円
公
、
腹
ヲ
ス
エ
カ
ネ
、
我
不
幸
ニ
シ
テ
、
海
辺
ノ
小

嶋
ニ
生
テ
、
カ
ヽ
ル
汚
俗
ニ
交
リ
、
螻
蟻
ニ
制
セ
ラ
レ
ン
モ
、
口
惜
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カ
ル
ベ
シ
。
吾
聞
、
大
鵬
ト
カ
ヤ
ハ
、
一
羽
ニ
万
里
ヲ
飛
ト
カ
ヤ
。

我
モ
、ナ
ジ
カ
ハ
、カ
レ
ニ
ハ
、ヲ
ト
ル
ベ
シ
ト
テ
、妻
子
ヲ
相
具
シ
、

扁
舟
ニ
棹
シ
テ
、
尚
巴
志
ノ
御
時
、
正
統
三
年
戊
午
、
行
年
二
十
四

ニ
シ
テ
、
始
テ
国
頭
ニ
ゾ
渡
リ
給
。�

（『
中
山
世
鑑
』
巻
四
）

　
【
資
料
Ａ
】
は
「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」、【
資
料
Ｂ
】
は
『
中
山
世
鑑
』

か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
二
つ
の
資
料
の
傍
線
部
を
見
て
ゆ
く
と
、

佐
銘
川
大
主
が
伊
是
名
島
の
出
身
で
あ
る
よ
う
に
、
尚
円
王
金
丸
も
ま
た

伊
是
名
島
諸
見
の
百
姓
の
家
に
生
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
二
人
と
も
に
農
耕

に
神
の
助
け
が
あ
っ
た
こ
と
も
共
通
し
て
い
る
。
佐
銘
川
の
田
で
は
牛
が

深
夜
に
田
起
こ
し
な
ど
を
手
伝
い
、
金
丸
の
田
に
は
旱
魃
の
際
に
も
水
が

満
ち
て
い
た
と
記
述
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
二
人
は
島
民
か
ら
迫

害
を
受
け
る
が
、
白
髪
の
翁
の
指
示
に
よ
り
難
を
逃
れ
、
大
主
は
島
外
に

脱
出
す
る
。
金
丸
も
ま
た
次
に
挙
げ
る
【
資
料
Ｃ
】
の
傍
線
部
に
あ
る
よ

う
に
、
白
髪
の
翁
の
出
現
に
よ
り
窮
地
を
脱
出
す
る
。

【
資
料
Ｃ
】

 　
　

67　

玉
城
ヒ
ヤ
［
俗
ニ
オ
ヤ
田
ト
云
也
］

金
丸
王
加
那
志
ミ
ヲ
ヤ
地
。
今
、
代
々
ア
ム
ガ
ナ
シ
地
方
ニ
被
二
下

置
一
。
由
緒
ハ
、
金
丸
王
御
作
毛
、
年
毎
ニ
純
熟
シ
テ
他
ノ
作
物
ニ

異
也
。
或
時
一
年
大
旱
ノ
時
、
下
ノ
民
田
ハ
水
干
テ
、
上
ノ
御
田
ハ

水
減
ゼ
ズ
。
下
ノ
田
主
、
水
ヲ
ヨ
コ
シ
入
レ
置
ケ
ル
ニ
、
一
夜
ノ
ウ

チ
ニ
上
ノ
御
田
ニ
上
リ
加
リ
、
下
ノ
民
田
水
乾
ケ
レ
バ
、
田
主
、
御

田
水
満
テ
不
レ
絶
事
ヲ
怪
ミ
テ
、
嘸
、
水
ヲ
汲
上
ラ
レ
タ
ル
ト
心
得

テ
、
野
心
ヲ
企
奉
二
殺
害
一
ラ
ン
ト
巧
ミ
ケ
ル
ヲ
、
夢
ニ
モ
知
ラ
セ
タ

マ
ハ
ズ
、
田
ヲ
耕
シ
晩
ニ
御
帰
リ
メ
サ
レ
ケ
ル
時
、
誰
共
不
知
白
髪

翁
、
御
門
ノ
辺
ニ
彳
、
申
ケ
ル
ハ
、
御
主
コ
ソ
此
地
ニ
御
棲
居
ハ
危

キ
御
事
也
。
早
ヤ
国
頭
ノ
地
方
ニ
御
渡
リ
ア
レ
ト
、
急
ヲ
奉
レ
告
ケ

レ
バ
、
即
御
渡
海
ノ
思
召
立
ニ
テ
、
其
御
用
意
ア
リ
シ
ヲ
、
翁
申
ニ
、

御
糧
御
用
意
も
入
間
敷
也
。
一
刻
も
御
急
ギ
ア
レ
ト
、浜
表
ヘ
奉
レ
催
、

ク
リ
舟
ニ
船
具
備
ヘ
置
、
青
茅
ニ
テ
赤
飯
ノ
ベ
ン
ト
三
、
白
米
一
俵

乗
置
、
是
御
用
ひ
可
レ
有
ト
、
翁
ハ
則
失
タ
マ
フ
。
寔
神
託
ナ
リ
ト
、

示
現
ニ
マ
カ
セ
テ
、
国
頭
郡
宜
名
真
ト
云
所
ニ
御
着
船
有
テ
、
竊
ノ

御
棲
居
ニ
年
月
ヲ
御
送
ア
リ
ケ
ル
ニ
、
何
事
モ
御
思
ノ
儘
ニ
相
叶
故
、

且
、
里
人
奉
憎
、
害
ヲ
企
ケ
ル
処
、
泊
大
比
屋
［
馬
氏
国
頭
親
方
後
胤
］ 

密
ニ
奉
二
告
知
一
故
、
其
難
ヲ
御
遁
レ
ン
ガ
タ
メ
首
里
ヘ
御
幸
有
リ
タ

ル
ト
、
古
老
者
申
伝
也
。

月
次
ニ
、
御
ゲ
ラ
イ
御
米
一
石
五
斗
宛
献
上
ア
リ
。
是
ハ
、
尚
円
王

御
践
祚
以
後
ノ
佳
例
ナ
ル
歟
。�

（『
琉
球
国
由
来
記
』
巻
十
六
）

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
琉
球
国
由
来
記
』
に
お
い
て
も
金
丸

の
田
に
だ
け
水
の
あ
る
の
を
妬
ん
だ
他
の
農
民
た
ち
が
金
丸
殺
害
を
計
画

す
る
。
そ
れ
を
察
知
し
た
金
丸
は
、
白
髪
の
翁
が
用
意
し
た
刳
り
船
で
国

頭
宜
名
真
に
脱
出
す
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
佐
銘
川
大
主
の
伝

承
は
、『
中
山
世
鑑
』
及
び
『
琉
球
国
由
来
記
』
の
金
丸
伝
承
と
重
な
り
あ

い
、
主
人
公
の
名
前
を
入
れ
替
え
て
も
不
思
議
に
感
じ
な
い
ほ
ど
限
り
な

く
似
通
っ
た
伝
承
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

口
頭
伝
承
の
世
界
で
は
、
物
語
の
型
を
踏
襲
す
る
だ
け
で
な
く
、
細
部

ま
で
も
真
似
て
近
似
し
た
物
語
を
紡
ぎ
出
し
て
ゆ
く
こ
と
が
し
ば
し
ば
起



83

こ
り
や
す
い
こ
と
が
わ
か
る
。
佐
銘
川
大
主
伝
承
と
金
丸
伝
承
の
ど
ち
ら

が
先
か
は
も
ち
ろ
ん
議
論
の
余
地
は
あ
る
だ
ろ
う
。
金
丸
伝
承
が
成
立
年

代
の
早
い
『
世
鑑
』
の
方
に
先
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

佐
銘
川
大
主
が
伊
是
名
島
か
ら
か
ら
沖
縄
島
に
逃
れ
て
き
た
と
す
る
伝
承

は
、
金
丸
伝
承
よ
り
も
後
の
物
語
と
考
え
る
方
が
自
然
だ
ろ
う
。
と
な
る

と
、
第
二
尚
氏
王
統
の
時
代
の
な
か
で
第
一
尚
氏
の
始
祖
た
る
佐
銘
川
大

主
の
伝
承
を
語
っ
て
ゆ
く
こ
と
の
意
味
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
始
祖
尚

円
王
金
丸
の
伝
承
は
、
第
二
尚
氏
の
王
統
に
と
っ
て
も
っ
と
も
権
威
あ
る

正
統
な
る
伝
承
で
あ
っ
た
。
そ
の
伝
承
に
重
ね
合
わ
せ
な
け
れ
ば
、
滅
亡

し
て
過
去
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
第
一
尚
氏
の
語
り
と
し
て
は
成
り
立
ち
え

な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四　

口
頭
伝
承
の
痕
跡

次
に
指
摘
し
た
い
の
は
、
語
り
の
、
即
ち
口
頭
伝
承
の
痕
跡
に
つ
い
て

で
あ
る
。
④
に
は
佐
銘
川
大
主
が
大
城
按
司
の
聟
と
な
る
経
緯
が
記
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
叙
述
は
夢
の
諭
し
や
偶
然
性
な
ど
を
モ
テ
ィ
ー
フ
に
し

た
神
話
的
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
語
り
方
は
小
説
的
と
も
言
え
る
ほ

ど
に
具
体
的
で
、
語
り
の
現
場
を
彷
彿
と
さ
せ
る
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
さ
え
感

じ
ら
れ
る
。
と
く
に
聟
探
し
の
モ
テ
ィ
ー
フ
な
ど
は
、
沖
縄
の
昔
話
に
し

ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
挙
げ
る
【
資
料
Ｄ
】
ａ
・
ｂ
に

つ
い
て
、『
日
本
昔
話
通
観
』
で
は
運
定
め
譚
と
し
て
分
類
す
る
（
５
）。

【
資
料
Ｄ
】

ａ
美
し
い
男
が
山
に
遊
び
に
い
く
と
、
白
髪
の
老
人
が
い
て
、「
お
前

の
嫁
に
な
る
の
は
、
あ
そ
こ
で
薪
を
取
っ
て
い
る
子
供
だ
」
と
教
え

る
。
男
は
「
こ
ん
な
汚
い
子
供
な
ん
か
嫁
に
で
き
な
い
」
と
女
の
子

に
傷
を
つ
け
る
。
…
…
そ
の
の
ち
男
が
傷
つ
け
た
女
の
子
が
美
し
く

成
長
し
、
男
と
結
婚
す
る
。
男
は
妻
の
ほ
お
に
あ
る
傷
に
つ
い
て
尋

ね
る
と
、妻
は
自
分
が
傷
つ
け
た
女
の
子
だ
と
わ
か
り
、老
人
が
言
っ

た
こ
と
は
本
当
だ
っ
た
と
知
っ
た
。

�

（
中
頭
郡
読
谷
村
大
木
・
女　

屋
比
久
稿
）

ｂ�

財
閥
の
長
男
が
妻
が
い
な
い
と
あ
と
継
ぎ
に
し
て
も
ら
え
な
い
の

で
、
妻
を
求
め
て
山
奥
へ
行
く
と
、
赤
髯
の
爺
が
赤
綱
を
な
っ
て
い

て
、「
お
前
の
妻
に
な
る
の
は
、
柳
が
生
え
て
い
る
井
戸
で
髪
を
洗
っ

て
い
る
女
だ
」
と
教
え
る
。

（
中
頭
郡
読
谷
村
喜
名・男
、『
喜
名
の
民
話　

読
谷
村
民
話
資
料
集
２
』）

こ
の
ａ
・
ｂ
を
参
照
す
る
と
、
夢
の
中
に
現
れ
た
白
髪
翁
の
教
示
に
よ

り
聟
を
見
つ
け
る
と
い
う
由
来
記
の
該
当
個
所
も
、
夫
婦
に
な
る
べ
き
運

命
が
あ
ら
か
じ
め
定
ま
っ
て
い
る
と
い
う
運
定
め
の
昔
話
と
一
類
の
も
の

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」
か
ら
は
、
こ

の
よ
う
に
文
字
化
さ
れ
る
以
前
の
口
承
段
階
で
生
き
生
き
と
語
ら
れ
、
物

語
と
し
て
成
長
し
て
い
る
姿
が
伝
わ
っ
て
く
る
か
と
思
う
。

続
い
て
⑤
に
突
如
挿
入
さ
れ
た
聞
得
大
君
大
和
漂
流
救
出
譚
に
つ
い
て

も
、
同
じ
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
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【
資
料
Ｅ
】

一　
�

吉
日
選
て
御
縁
組
の
御
寿
相
済
候
得
ハ
、
大
ぬ
し
家
屋
敷
は
て

ん
と
云
所
に
囲
、
富
貴
万
福
に
し
て
男
子
苗
代
大
比
屋
、
女
子

は
て
ん
大
の
ろ
雲
上
、
御
繁
生
給
ふ
。
其
時
察
土
王
君
の
御
世
、

聞
得
大
君
加
那
志
久
高
嶋
御
吉
顔
に
御
渡
海
被
遊
候
処
、
海
上

に
て
逢
逆
風
に
候
、
乗
舟
御
行
衛
不
相
知
。
御
当
国
中
三
年
旱

打
続
、
上
下
万
民
困
窮
の
極
廻
体
に
候
処
、
神
の
み
す
ゞ
れ
に
、

聞
得
大
君
加
那
志
大
和
江
御
漂
着
被
遊
候
間
、
は
て
ん
の
ろ
く

も
い
御
船
は
げ
浮
て
、
味
御
迎
可
致
由
委
ク
御
告
仰
有
け
り
。

は
て
ん
大
の
ろ
く
も
ひ
、
さ
い
は
御
た
け
越
来
森
東
森
登
て
楷

伐
り
出
、
目
金
細
工
ゑ
ら
で
手
金
細
工
ゑ
ら
て
御
船
は
け
浮
て
、

は
て
ん
大
の
ろ
船
勢
頭
、
大
城
の
ろ
舟
筑
、
水
主
楫
取
、
女
計

乗
組
給
人
数
三
七
人
、
は
て
ん
潟
よ
り
御
出
船
、
我
君
家
主
の

御
漂
着
所
、
御
神
し
御
引
着
玉
ひ
と
祈
念
せ
て
、
綾
の
八
帆
張

上
て
走
ら
せ
給
ふ
に
、
き
の
国
与
申
所
参
着
。
早
速
尋
上
、
御

船
に
御
乗
り
被
遊
候
得
ハ
、
只
今
真
尻
風
吹
起
け
れ
は
あ
や
の

八
帆
上
て
、
糸
の
上
か
ら
や
は
や
は
と
走
け
る
処
、
あ
ま
み
そ

や
し
の
り
そ
や
波
あ
ら
さ
風
あ
ら
さ
は
、
は
て
ん
の
ろ
聞
得
大

君
加
那
志
御
く
し
に
立
、
手
を
合
、
我
君
家
主
の
御
乗
美
船
賀

礼
吉
し
い
ち
よ
く
、
美
船
風
や
や
は
や
は
と
波
や
お
し
そ
ひ
て
、

飛
越
羽
越
、
我
主
か
国
我
君
の
御
国
引
着
め
し
や
う
れ
引
合
召

や
う
れ
、
何
方
も
着
所
君
か
嶽
し
や
へ
ら
主
の
御
嶽
拝
み
や
へ

ら
と
奉
念
し
け
れ
ハ
、
波
風
し
づ
か
に
成
て
、
さ
い
は
御
嶽
の

下
く
も
く
湊
ま
ち
が
け
と
申
所
、
御
参
着
被
召
、
さ
い
は
御
嶽

の
御
水
御
撫
被
遊
、
是
よ
り
御
出
船
は
て
ん
浜
へ
御
廻
船
被
召

候
へ
は
、
佐
銘
川
大
ぬ
し
御
夫
婦
苗
代
大
比
屋
、
真
の
支
度
に

て
御
酒
迎
被
召
御
寿
相
済
候
ヘ
ハ
、
与
那
原
江
御
廻
船
被
召
、

御
殿
御
屋
敷
と
申
処
に
て
御
他
界
被
遊
、
み
つ
ん
た
け
と
云
所

御
葬
礼
為
被
召
由
候
。

語
り
の
痕
跡
を
指
摘
す
る
前
に
、
こ
の
⑤
の
挿
話
を
読
む
と
、
な
ぜ
佐

銘
川
大
主
の
由
来
譚
に
久
高
島
に
渡
ろ
う
と
し
て
逆
風
に
遭
っ
て
大
和
へ

と
漂
流
し
て
し
ま
っ
た
聞
得
大
君
の
話
が
入
っ
て
く
る
の
か
わ
か
り
に
く

い
。
た
し
か
に
唐
突
感
は
否
め
な
い
。
こ
の
救
出
譚
で
聞
得
大
君
を
漂
流

先
の
紀
伊
国
か
ら
琉
球
に
連
れ
戻
し
た
の
は
、
実
は
佐
銘
川
大
主
一
族
の

功
績
で
あ
っ
た
と
語
り
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
本
文
中
に
「
佐
銘
川
大
ぬ

し
御
夫
婦
苗
代
大
比
屋
、
真
の
支
度
に
て
御
酒
迎
被
召
御
寿
相
済
候
ヘ
ハ
」

と
あ
り
、
聞
得
大
君
帰
還
の
坂
迎
え
を
大
主
夫
妻
及
び
そ
の
子
ど
も
の
苗

代
大
比
屋
が
盛
大
に
催
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
遺
老
説
伝
』
第

一
三
三
話
「
聞
得
大
君
日
本
に
漂
至
せ
し
こ
と
並
び
に
多
志
好
魚
の
こ
と
」

に
も
、「
場
天
祝
女
、
出
船
の
時
、
沙
明
川
に
許
願
し
て
往
く
。
沙
明
川

は
、
乃
ち
是
場
天
祝
女
の
父
な
り
」
と
記
さ
れ
て
あ
り
、
聞
得
大
君
の
救

出
に
佐
銘
川
大
主
・
ば
て
ん
大
の
ろ
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
ば
て
ん
大
の
ろ
と
聞
得
大
君
の
時
代
が
合
致
し

な
い
と
い
う
問
題
が
浮
上
す
る
。
ば
て
ん
大
の
ろ
は
佐
銘
川
大
主
の
娘
な

の
で
、
時
代
的
に
は
十
四
世
紀
末
か
ら
十
五
世
紀
初
頭
の
初
頭
の
人
物
で

あ
る
。
一
方
、
聞
得
大
君
は
い
つ
の
国
王
の
御
代
の
聞
得
大
君
で
あ
っ
た
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か
特
定
で
き
な
い
が
、
聞
得
大
君
が
制
度
化
さ
れ
た
の
は
第
二
尚
氏
王
統

第
三
代
尚
真
王
の
時
代
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
二
人
が
歴
史
的
に

交
錯
す
る
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
聞
得
大
君

の
漂
流
を
ば
て
ん
大
の
ろ
に
救
出
さ
せ
る
物
語
が
語
り
出
さ
れ
、「
佐
銘
川

大
ぬ
し
由
来
記
」
に
挿
入
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
は
、
こ
こ
に

第
一
尚
氏
の
末
裔
た
ち
の
強
い
思
い
が
籠
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
佐
銘
川
親
子
が
第
二
尚
氏
最
高
位
の
巫
女
を
救
出
し
た
と
い
う
物

語
を
創
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
滅
亡
し
て
し
ま
っ
た
第
一
尚
氏
の
名
誉

を
第
二
尚
氏
王
統
時
代
の
な
か
に
回
復
し
た
か
っ
た
と
い
う
、
一
族
の
願

望
が
作
用
し
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
う
し
た
思
い
の
な
か
か
ら
語

り
出
さ
れ
生
成
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
聞
得
大
君
漂
流
救
出
譚
だ
っ
た
と
解

釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
本
題
に
戻
っ
て
口
頭
伝
承
の
痕
跡
に
つ
い
て
、
本
文
を
具
体
的

に
見
て
ゆ
く
と
、
航
海
を
語
る
く
だ
り
に
対
句
や
繰
り
返
し
、
ま
た
神
謡

に
用
い
ら
れ
る
雅
語
な
ど
、
神
謡
に
謡
わ
れ
る
詞
章
が
頻
出
す
る
。【
資
料

Ｅ
】
の
対
句
・
繰
り
返
し
表
現
に
は
傍
線
を
、雅
語
に
は
点
線
を
付
し
た
が
、

そ
の
豊
富
さ
に
驚
か
れ
る
だ
ろ
う
（
６
）。「

目
金
細
工
ゑ
ら
で　

手
金
細
工
ゑ
ら

で
」
の
対
句
は
目
の
利
く
大
工
・
腕
の
良
い
大
工
の
意
で
、「
こ
ん
と
の
ち

　

す
お
し
た
り
が　

ね
が
ね
ざ
い
く　

た
の
み
ん
ぢ
て
（
こ
の
殿
内　

主

し
た
り
が　

目
金
細
工
を
頼
み
出
し
て
）」（
家
ツ
ク
リ
ノ
祝
儀
ノ
ト
キ
ノ

オ
モ
イ　

国
頭
間
切
）
の
よ
う
な
用
例
が
あ
る
。「
あ
ま
み
そ
や　

し
の
り

そ
や
」
の
「
あ
ま
み
そ
」
は
天
溝
。「
み
そ
」
は
海
。「
あ
ま
み
そ
」
で
大

海
の
意
。「
し
の
り
そ
」
は
「
し
ね
り
や
み
ぞ
」
で
、太
初
か
ら
あ
る
海
。「
あ

ま
み
そ
し
の
り
そ
」
で
対
句
に
な
っ
て
い
る
。「
賀
礼
吉
し　

い
ち
よ
く
」

も
対
句
。「
賀
礼
吉
」
は
か
り
ゆ
し
。
縁
起
が
い
い
こ
と
。
一
般
に
旅
や
航

海
が
平
安
無
事
な
幸
運
を
言
う
表
現
で
あ
る
。
こ
の
他
、「
我
君　

家
主
」「
我

君
が
国　

我
君
が
御
国
」「
波
あ
ら
さ　

風
あ
ら
さ
」「
飛
越　

羽
越
」「
引

着
め
し
や
う
れ　

引
合
召
や
う
れ
」
も
対
句
表
現
で
あ
る
。

一
方
、
雅
語
表
現
も
多
い
。「
は
げ
浮
け
て
」
は
、「
き
よ
の
良
か
る
日

に　

神
が
船　

は
げ
浮
け
て
」（
船
お
も
い　

久
志
間
切
）、「
十
棚
船　

は

ぢ
浮
け
て
」（
あ
し
ゃ
げ
の
前
に
て
の
お
も
い
）、「
八
棚
船　

は
げ
浮
け
て　

十
棚
船　

は
け
浮
け
て
」（
ま
は
は
御
嶽
に
て
の
お
も
い
）
の
よ
う
に
、
板

を
接
ぎ
合
わ
せ
て
船
を
作
り
浮
か
べ
る
、
造
船
し
て
浮
か
べ
る
意
の
ウ
ム

イ
に
多
用
さ
れ
る
語
で
あ
る
。「
綾
の
八
帆
」
の
「
綾
」
は
霊
妙
な
・
不
思

議
な
・
美
し
い
・
立
派
な
。「
八
帆
」
は
帆
の
美
称
で
、「
綾
の
弥
帆　

あ

ふ
ち
ら
へ　

も
じ
ろ
八
帆　

あ
ふ
ち
ら
へ 

（
綾
の
弥
帆
を
煽
ら
せ
て　

立

派
な
弥
帆
を
煽
ら
せ
て
）」（
毎
年
正
月
朔
日
祝
顔
の
お
も
り
く
わ
い
に
や　

伊
平
屋
島
）
な
ど
と
謡
わ
れ
る
。「
糸
の
上
か
ら
」
は
航
海
安
全
を
祈
る
表

現
と
し
て
用
い
ら
れ
、「
南
風
や　

布
心　

和
風
や　

糸
心　

嘉
例
吉
の
旅

や　

布
上
か
ら　

真
途
上
る
旅
や　

糸
の
上
（
南
風
は
布
の
よ
う
に
伸
び

や
か
で
安
ら
か
な
心　

和
風
は
糸　

の
よ
う
に
伸
び
や
か
で
安
ら
か
な
心　

［
だ
か
ら
］
航
海
安
全
の
旅
は
布
の
上
か
ら　
［
だ
か
ら
］
航
海
安
全
の
旅

は
糸
の
上
か
ら
）」（「
根
間
の
主
」ア
ー
グ
）の
よ
う
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

「
や
は
や
は
と
」
も
、「
南
風
の
風　

真
艫
風　

や
は
や
は
と　

う
ら
う
ら

と　

じ
に
給
は
れ
（
南
の
風　

船
の
後
方
部
か
ら
の
風
を　

柔
々
と　

う
ら

う
ら
と　

実
に
下
さ
い
）」（
ク
ェ
ー
ナ
「
や
ら
し
い
」）、「（
雨
を
）
や
は
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や
は
と　

給
は
れ　

な
ご
な
ご
と　

給
は
れ
」（
雨
乞
い
の
ク
ェ
ー
ナ
）
と

謡
わ
れ
、「
美
船
風
や
や
は
や
は
と
波
や
お
し
そ
ひ
て
、
飛
越
羽
越
」
の
一

節
は
、
み
船
に
当
た
る
風
は
柔
ら
か
く
波
も
風
の
よ
う
に
、
飛
ぶ
鳥
の
よ

う
に
越
え
、
羽
の
よ
う
に
す
い
す
い
と
越
え
の
意
と
な
ろ
う
。

対
語
・
繰
り
返
し
、
雅
語
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
ウ
ム
イ
な
ど
神
謡
の
表

現
を
指
摘
し
て
き
た
が
、
口
承
表
現
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の
の

痕
跡
で
あ
る
こ
と
は
否
定
し
が
た
い
。
こ
の
よ
う
に
同
一
の
詞
句
や
類
句

が
神
謡
に
見
ら
れ
る
点
を
踏
ま
え
る
と
、
お
そ
ら
く
は
こ
の
漂
流
譚
は
神

謡
に
近
い
表
現
形
態
を
も
っ
て
人
々
の
間
で
謡
わ
れ
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ

と
は
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」
は
こ
の

聞
得
大
君
漂
流
救
出
譚
を
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
消
え
去
っ
た
第
一

尚
氏
の
歴
史
に
意
味
を
与
え
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

最
後
の
⑥
⑦
は
、苗
代
大
比
屋
、即
ち
佐
銘
川
大
主
の
子
（
後
の
尚
思
紹
）

の
密
通
譚
で
あ
る
。
深
窓
の
令
嬢
の
も
と
に
通
っ
て
く
る
男
、
密
通
と
い

う
許
さ
れ
ぬ
結
婚
、
娘
は
家
を
出
て
苗
代
樋
川
を
彷
徨
い
、
小
山
で
隠
れ

て
一
人
で
生
む
と
い
う
出
産
形
態
。
い
ず
れ
も
神
婚
譚
の
型
を
踏
ま
え
た

叙
述
で
あ
る
。
通
っ
て
き
た
苗
代
大
比
屋
は
神
と
も
見
紛
う
存
在
で
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
土
地
の
女
と
の
間
に
生
ま
れ
た
「
玉
の
男
子
」
も
神
の
子
に
他

な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
白
髪
翁
を
登
場
さ
せ
て
、「
国
主
な
る
果
報
の

生
」
と
言
わ
し
め
る
の
で
あ
る
。
尚
巴
志
誕
生
を
語
る
こ
の
密
通
譚
こ
そ

第
一
尚
氏
第
一
代
の
王
を
聖
な
る
子
と
し
て
誕
生
さ
せ
る
た
め
の
説
話
的

装
置
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
尚
巴
志
誕
生
の
物
語
は
、
神
婚
譚
を

踏
ま
え
て
生
成
さ
れ
た
第
一
尚
氏
の
始
祖
神
話
と
な
っ
て
い
る
。
当
然
こ

こ
に
は
語
り
の
世
界
が
時
空
を
越
え
て
存
在
し
て
い
た
と
い
う
前
提
が
な

け
れ
ば
成
り
立
た
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」
の
前
半
部
分
は

文
字
化
さ
れ
る
以
前
に
口
頭
伝
承
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
痕
跡
が
明
ら
か

で
あ
る
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
、蔡
温
本『
中
山
世
譜
』（
一
七
二
五

年
）
の
割
注
に
記
さ
れ
た
「
遺
老
伝
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

【
資
料
Ｆ
】

尚
思
紹
王

神
号
、
君
志
真
物

童
銘
及
降
誕
、
不
伝
。

父
母
及
妃
、
倶
不
伝
。

世
子
、
尚
巴
志
。
其
余
不
伝
。

（
遺
老
伝
有
云
。
思
紹
之
父
。
名
叫
鮫
川
大
主
。
乃
葉
壁
人
。
移
居

于
佐
敷
間
切
。
新
里
村
。
場
天
之
地
。
遂
娶
大
城
按
司
之
女
。
生
一

男
一
女
。
其
男
思
紹
也
。
女
叫
場
天
巫
。

思
紹
長
成
。移
居
于
苗
代
村
。当
時
之
人
。称
苗
代
大
親
。苗
代
大
親
。

通
于
佐
敷
村
。
美
里
子
之
女
。
而
生
佐
敷
小
按
司
。

小
按
司
即
巴
志
也
。又
曰
美
里
大
親
。平
田
大
親
。其
兄
弟
也
。云
爾
。

然
籍
湮
世
遠
。
虚
実
難
弁
。
故
遵
世
譜
凡
例
之
定
規
。
不
敢
強
記
。

是
誠
重
倫
闕
疑
之
義
也
。
闕
疑
之
義
。
見
于
凡
例
。
遺
老
説
伝
之
条
）

傍
線
部
の
要
点
を
記
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

①�

思
紹
の
父
は
鮫
川
大
主
と
い
い
、「
葉
壁
」
即
ち
伊
平
屋
の
出
身
だ
っ
た
。

②�

鮫
川
大
主
は
、伊
平
屋
か
ら
佐
敷
間
切
新
里
村
場
天
の
地
に
移
住
す
る
。
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③�

そ
こ
で
大
城
按
司
の
女
と
結
婚
し
、
思
紹
と
場
天
巫
が
生
ま
れ
る
。

④�
思
紹
は
長
成
し
て
苗
代
村
に
住
み
、
苗
代
大
親
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
る
。

⑤�

苗
代
大
親
は
佐
敷
村
美
里
子
の
女
に
通
い
、
佐
敷
小
按
司
、
即
ち
尚

巴
志
を
生
む
。

⑥
美
里
大
親
・
平
田
大
親
は
尚
巴
志
の
兄
弟
で
あ
る
。

こ
の
①
か
ら
⑥
の
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
「
佐
銘
川
大
ぬ

し
由
来
記
」の
内
容
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
と
言
え
る
。「
籍
は
湮
し
世
は
遠
く
、

虚
実
弁
じ
難
し
」。
そ
れ
ゆ
え
「
敢
え
て
強
記
せ
ず
」
と
ま
で
言
い
切
り
な

が
ら
、
蔡
温
は
割
注
の
形
で
は
あ
れ
、
な
ぜ
「
遺
老
伝
」
を
付
記
し
た
の

か
。
蔡
温
本
『
世
譜
』「
凡
例
十
条
」
に
お
い
て
も
、「
遺
老
説
伝
」
は
空

言
や
巧
言
に
よ
る
た
め
変
じ
易
く
、
虚
実
弁
じ
難
い
と
い
う
。
仮
に
こ
う

し
た
「
遺
老
説
伝
」
を
載
せ
て
し
ま
う
と
、先
王
を
冒
涜
す
る
結
果
と
な
る
。

ま
し
て
凡
人
の
情
に
お
い
て
は
、
公
卿
の
末
裔
を
栄
え
と
し
平
民
の
子
孫

を
恥
と
す
る
。
遺
説
を
許
し
て
し
ま
う
と
人
々
は
栄
え
を
貪
り
、虚
を
も
っ

て
実
と
為
し
詐
り
を
も
っ
て
信
と
為
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
蔡
温
が
「
遺

老
説
伝
」
に
向
き
合
う
態
度
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど

厳
し
く
真
偽
の
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
は
除
く
と
し
な
が
ら
、
蔡
温
本
で

は
な
ぜ
こ
の
「
遺
老
伝
」
を
載
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

小
峯
和
明
は
、
蔡
温
本
『
中
山
世
譜
』
の
「
遺
老
伝
」
に
つ
い
て
「
口

頭
伝
承
と
は
切
り
離
さ
れ
た
別
個
の
何
も
の
か
で
あ
り
、〈
遺
老
伝
〉
か
ら

実
体
的
な
オ
ー
ラ
ル
な
古
老
伝
承
が
復
元
で
き
る
と
安
易
に
考
え
る
べ
き

で
な
い
」と
す
る
（
７
）。

と
は
い
う
も
の
の
、こ
の「
遺
老
伝
」を
古
老
伝
承
を
装
っ

た
文
字
に
よ
る
創
作
と
切
り
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
も
ま
た
で
き
な
い
だ
ろ

う
。
な
ぜ
蔡
温
は
正
史
の
『
中
山
世
譜
』
に
敢
え
て
「
遺
老
伝
」
と
し
て

書
き
残
し
た
の
か
。
そ
こ
に
は
蔡
温
な
り
に
思
慮
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
編
者
蔡
温
は
古
老
た
ち
に
よ
っ
て
語
り
伝
え
ら

れ
て
い
た
よ
り
詳
し
い
伝
承
を
聞
き
得
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ

れ
は
「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」
の
伝
承
と
出
所
を
同
じ
く
す
る
も
の
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
蔡
温
は
『
世
譜
』
編
集
に
際
し
、
必
要
最
小
限
の
あ

ら
す
じ
だ
け
に
留
め
て
記
載
し
た
と
も
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

五　

家
譜
と
の
関
係
と
由
来
記
の
成
立

こ
こ
ま
で
、「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」
の
中
心
部
と
な
る
Ⅰ
の
内
容
に

つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
最
後
に
後
半
の
Ⅱ
の
部
分
に
つ
い
て
検
討
を
加

え
た
い
。
先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
Ⅱ
の
部
分
は
、
ま
ず
元
祖
佐
銘
川

大
主
か
ら
始
ま
る
第
一
尚
氏
王
統
の
王
名
が
列
挙
さ
れ
る
。
続
い
て
最
後

の
第
七
代
尚
徳
王
の
子
の
屋
比
久
大
や
く
も
い
か
ら
与
那
嶺
親
雲
上
ま
で

の
九
代
に
わ
た
る
子
孫
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
履
歴
が
記
さ
れ
る
。
系
図
に
す

る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

元
祖
佐
銘
川
大
主
―
―
尚
思
紹
王
君
―
―
尚
巴
志
王
君
―
―
尚
忠
王
君

―
―
尚
思
達
王
君
―
―
尚
金
福
王
君
―
―
尚
泰
久
王
君
―
―
尚
徳
王
君
―

―
屋
比
久
大
や
く
も
い
―
―
美
里
親
雲
上
―
―
仲
屋
比
久
親　

雲
上
―
―

平
田
親
雲
上
―
―
仲
里
に
や
―
―
阿
座
那
大
屋
子
―
―
仲
屋
比
久
親
雲
上

―
―
三
男
平
田
親
雲
上
―
―
与
那
嶺
親
雲
上
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こ
の
よ
う
に
元
祖
佐
銘
川
大
主
か
ら
与
那
嶺
親
雲
上
ま
で
の
十
六
代
に

わ
た
る
一
族
の
系
譜
と
歴
史
伝
承
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
の
が
、「
佐
銘
川
大

ぬ
し
由
来
記
」
で
あ
る
。
さ
て
そ
の
中
で
、
屋
比
久
大
や
く
も
い
か
ら
始

ま
る
末
裔
た
ち
の
履
歴
は
、
ほ
ぼ
次
の
よ
う
な
編
年
体
の
叙
述
に
な
っ
て

い
る
。

【
資
料
Ｇ
】

一
與
那
嶺
、
康
凞
二
十
一
壬
戌
五
月
十
五
日
生
。
立
身
ハ
同
三
十
五

丙
子
三
月
二
十
日
。
尚
益
王
君
、
佐
敷
王
子
公
の
御
時
、
御
城
小

赤
頭
被
仰
付
、
勤
役
五
年
。
同
三
十
九
庚
辰
十
月
三
日
、
御
同
所
庫

理
相
付
、
勤
役
四
年
。
同
四
十
二
癸
未
二
月
、
佐
敷
間
切
西
掟
、
勤

役
三
年
。
同
四
十
四
乙
酉
四
月
八
日
、
南
風
掟
、
勤
役
四
年
。
同

四
十
八
己
丑
十
月
二
十
日
、
首
里
大
屋
子
筑
登
之
座
敷
添
て
、
勤
役

貳
年
。
同
五
十
二
癸
巳
閏
五
月
、
小
谷
地
頭
所
黄
冠
添
て
、
地
頭
役

被
仰
付
。
同
五
十
五
年
丙
申
九
月
十
日
、
勢
頭
座
頂
戴
。
同
五
十
九

庚
子
、
地
頭
代
断
而
、
與
那
嶺
地
頭
職
相
代
り
、
同
六
十
年
辛
丑
、

座
敷
頂
戴
。

こ
こ
で
は
例
と
し
て
最
後
の
与
那
嶺
親
雲
上
を
挙
げ
た
が
、
与
那
嶺

親
雲
上
は
、
第
一
尚
氏
最
後
の
王
尚
徳
の
次
男
の
末
裔
で
、
康
煕
二
十
一

年
（
一
六
八
二
）
五
月
生
ま
れ
。
康
煕
三
十
五
年
（
一
六
九
六
）
十
五

歳
で
立
身
。
そ
の
の
ち
さ
ま
ざ
ま
な
職
を
歴
任
の
の
ち
、
康
煕
六
十
年
年

（
一
七
二
一
）、
四
十
歳
で
座
敷
を
頂
戴
し
た
と
こ
ろ
ま
で
の
履
歴
が
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
履
歴
の
記
述
様
式
は
、
実
は
「
家
譜
」
の
記
述
様
式
に

則
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
田
名
真
之
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
家
譜
と
は
琉
球
王

府
が
士
族
の
み
に
作
成
を
許
し
た
系
譜
を
中
心
と
し
た
家
の
記
録
で
あ
っ

た（
８
）。

通
常
、
そ
の
書
式
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

家
譜
序

世
系
図

家
譜
記
録
（「
紀
録
」）

　
「
○
世　

名
前　

家
名
～
親
雲
上
」

　
「
童
名
」「
名
乗（
唐
名
）」「
排
行（
兄
弟
の
順
序
）」「
生
・
卒
年
月
日
」

　
「
父
」

　
「
室
」

　
「
子
」

　
「
官
爵
」（
編
年
体
の
履
歴
）

家
譜
は
縦
二
九
セ
ン
チ
、
横
二
〇
セ
ン
チ
内
外
の
和
装
本
で
、
次
々
に

仕
次
を
な
す
関
係
上
、
仮
綴
じ
に
な
っ
て
い
る
。
表
紙
の
次
は
、
祖
先
を

偲
び
一
族
和
睦
を
目
的
と
し
、
そ
の
た
め
に
家
譜
の
有
用
性
を
説
く
「
家

譜
序
」。
次
は
「
世
系
図
」
が
縦
書
き
の
系
図
形
式
で
記
さ
れ
る
。
続
い
て

家
譜
の
本
体
と
も
い
う
べ
き
「
家
譜
記
録
」（「
紀
録
」）、人
物
記
録
と
な
る
。

先
掲
の
与
那
嶺
親
雲
上
の
履
歴
は
、記
述
様
式
の
一
致
か
ら
明
ら
か
に
「
家

譜
記
録
」
の
「
官
爵
」
記
録
を
写
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
最
後

の
与
那
嶺
親
雲
上
の
履
歴
が
康
煕
六
十
年
で
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」
そ
の
も
の
の
成
立
年
代
を
推
測
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

こ
こ
で
、
家
譜
作
成
が
始
ま
る
前
後
の
時
代
を
順
を
追
っ
て
記
す
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
。
一
六
五
〇
年
『
中
山
世
鑑
』、
一
六
八
九
年
家
譜
作
成
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が
始
ま
る
。
一
七
〇
一
年
蔡
鐸
本
『
中
山
世
譜
』、
一
七
一
三
年
『
琉
球

国
由
来
記
』、
一
七
二
〇
年
与
那
嶺
親
雲
上
（
四
十
歳
）。
一
七
二
五
年
蔡

温
本
『
中
山
世
譜
』、一
七
三
一
年
『
琉
球
国
旧
記
』、一
七
四
五
年
『
球
陽
』・

外
巻
『
遺
老
説
伝
』。

こ
れ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
時
代
は
正
史
が
次
々
と
完
成
す
る
時
代

で
あ
っ
た
。
与
那
嶺
親
雲
上
の
履
歴
も
康
煕
六
十
年（
一
七
二
〇
）で
終
わ
っ

て
い
る
。
こ
の
康
煕
六
十
年
か
ら
推
測
す
る
と
、
由
来
記
の
成
立
も
自
ず
と

一
七
二
〇
年
の
後
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
限
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら

に
狭
め
る
と
そ
の
後
の
数
年
間
と
確
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ

の
時
期
は
上
述
の
よ
う
に
家
譜
作
成
が
始
ま
っ
て
か
ら
約
三
十
年
後
。「
遺

老
説
伝
」
が
記
さ
れ
た
蔡
温
本
『
中
山
世
譜
』
が
成
立
し
た
の
が
一
七
二
五

年
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
に
「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」

も
編
集
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
伊
波
普
猷
も
成
立
年
代
に
つ
い
て
は

触
れ
て
い
な
い
も
の
の
、「
尚
徳
王
の
第
二
子
の
後
裔
で
、
佐
敷
間
切
の
地

頭
代
を
勤
め
た
こ
と
の
あ
る
、
与
那
嶺
築
（
マ
マ
）親

雲
上
の
家
で
編
纂
さ
れ
た
ら

し
い
」
と
由
来
記
の
成
立
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
（
９
）。

王
府
に
よ
っ
て
正
史
『
中
山
世
鑑
』
が
編
集
さ
れ
た
こ
と
に
連
動
し
て
、

各
士
族
の
家
々
で
も
家
譜
作
成
の
機
運
が
高
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
機
運
の

中
か
ら
、
一
六
八
九
年
王
府
に
御
系
図
官
と
系
図
座
が
設
置
さ
れ
る
。
王

府
は
士
族
に
対
し
て
家
々
ご
と
に
家
譜
の
編
纂
を
命
じ
、
系
譜
座
に
提
出

を
求
め
た
。
お
そ
ら
く
「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」
も
こ
の
家
譜
編
纂
の

動
き
の
な
か
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、「
佐
銘
川

大
ぬ
し
由
来
記
」
は
王
府
に
提
出
し
た
家
譜
そ
の
も
の
と
は
異
な
っ
て
い

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
佐
銘
川
大
主
か
ら
始
ま
る
伝
説
部
分
の
異

常
な
長
さ
は
、家
譜
序
の
様
式
に
は
収
ま
り
き
ら
な
い
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ

た
。
田
名
も
、「
家
譜
に
つ
い
て
最
も
懸
念
さ
れ
る
の
は
記
事
の
正
確
度
で

あ
ろ
う
。特
に
古
琉
球
期
に
属
す
る
記
録
は
確
た
る
証
拠
に
乏
し
く
、伝
説
、

由
来
を
載
せ
る
場
合
が
多
い
」
と
し
、「
三
山
統
一
前
後
に
元
祖
を
持
つ
場

合
は
、
ほ
と
ん
ど
の
家
譜
に
は
具
体
的
証
拠
は
な
い
も
の
の
、
半
ば
伝
説

的
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
、即
ち
王
府
も
認
め
う
る
人
物
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
記
載
が
許
さ
れ
」
た
と
述
べ
て
い
る（
（（
（

。

佐
銘
川
大
主
に
始
ま
る
第
一
尚
氏
三
代
の
物
語
も
、
滅
亡
後
そ
れ
ぞ
れ

の
末
裔
た
ち
の
間
で
語
ら
れ
伝
え
ら
れ
て
い
た
伝
承
が
あ
っ
た
は
ず
で
、

そ
う
し
た
伝
承
を
一
つ
の
物
語
と
し
て
統
一
し
て
纏
め
上
げ
る
契
機
が
家

譜
作
成
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
王
府
に
提
出
し
た
家
譜
と
は
別
に
、
一
族

の
喪
わ
れ
た
過
去
へ
の
歴
史
生
成
の
意
思
が
創
り
上
げ
た
物
語
と
し
て
成

立
し
た
の
が
、
こ
の
「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

第
二
尚
氏
に
よ
っ
て
わ
ず
か
四
十
年
で
滅
ぼ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
第
一
尚
氏
。

そ
の
末
裔
た
ち
の
元
祖
へ
の
想
い
が
、
家
譜
作
成
を
契
機
に
し
て
王
統
一

族
の
物
語
を
創
り
上
げ
よ
う
と
し
た
。「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」
は
こ
の

よ
う
な
背
景
の
中
か
ら
誕
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注（
１
）	
伊
波
普
猷「
つ
き
し
ろ
考
」『
を
な
り
神
の
島
』一
九
三
八　

楽
浪
書
院
、

伊
波
普
猷
「
あ
ま
み
や
考
」『
日
本
文
化
の
南
漸
』
一
九
三
九　

楽
浪

書
院
、
折
口
信
夫
「
琉
球
国
王
の
出
自
―
―
佐
敷
尚
氏
・
伊
平
屋
尚
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氏
の
関
係
の
推
測
―
―
」『
南
島
論
叢
』
一
九
三
七　

沖
縄
日
報
社
、

比
嘉
春
潮
『
沖
縄
の
歴
史
』
一
九
五
九　

沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
池
宮

正
治
「
琉
球
の
歴
史
叙
述
―
―『
中
山
世
鑑
』
か
ら
『
球
陽
』
へ
―
―
」

『
文
学
』
季
刊
第
九
巻
第
三
号　

一
九
九
八
、
島
村
幸
一
「
琉
球
の

説
話
世
界
―
―
正
史
に
み
る
第
一
尚
氏
を
め
ぐ
る
伝
承
的
叙
述
の
成

長
―
―
」
小
峯
和
明
編
『
漢
文
文
化
圏
の
説
話
世
界
』
二
〇
一
〇　

竹
林
舎
な
ど
。

（
２
）	

沖
縄
県
立
芸
術
大
学
附
属
研
究
所
編
『
鎌
倉
芳
太
郎
資
料
集
（
ノ
ー

ト
篇
）』
第
二
巻　

民
俗
・
宗
教　

二
〇
〇
六　

沖
縄
県
立
芸
術
大

学
附
属
研
究
所　

（
３
）	

田
島
利
三
郎
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
田
島
利
三
郎
編
『
琉
球
文
学

研
究
』
一
九
八
八　

第
一
書
房
（
解
題　

山
下
重
一
）
参
照
。

（
４
）	

保
坂
達
雄
「
琉
球
国
王
の
出
自
を
め
ぐ
る
歴
史
伝
承
―
―
第
一
尚

氏
王
統
の
発
祥
を
中
心
に
し
て
―
―
」『
東
京
都
市
大
学
人
間
科
学

部
紀
要
』
第
二
号　

二
〇
一
一

（
５
）	

稲
田
浩
二
・
小
澤
俊
夫
責
任
編
集
『
日
本
昔
話
通
観
』
第
26
巻
（
沖

縄
）
一
九
八
三　

同
朋
舎

（
６
）	

対
句
に
つ
い
て
倉
塚
曄
子
『
巫
女
の
文
化
』
一
九
七
九　

筑
摩
書

房
に
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
神
謡
の
用
例
検
索
及
び
語
義
解
釈
に
つ

い
て
は
、
外
間
守
善
他
編
『
南
島
歌
謡
大
成
』
沖
縄
編
上
・
下　

一
九
八
〇　

角
川
書
店
、
新
里
幸
昭
『
宮
古
の
歌
謡
』
二
〇
〇
三　

沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
沖
縄
古
語
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
沖
縄
古
語

大
辞
典
』
一
九
九
五　

角
川
書
店
等
を
参
照
し
た
。

（
７
）	

小
峯
和
明
「〈
遺
老
伝
〉
か
ら
『
遺
老
説
伝
』
へ
―
―
琉
球
の
説
話

と
歴
史
叙
述
―
―
」『
文
学
』
季
刊
第
九
巻
第
三
号　

一
九
九
八　

岩
波
書
店

（
８
）	

以
下
、
家
譜
に
つ
い
て
は
田
名
真
之
「
琉
球
家
譜
の
成
立
と
そ
の
意

義
」『
琉
球
近
世
史
の
諸
相
』
一
九
九
二　

ひ
る
ぎ
社
を
参
照
し
た
。

（
９
）	

伊
波
普
猷
「
つ
き
し
ろ
考
」『
を
な
り
神
の
島
』
一
九
三
八　

楽
浪

書
院

（
10
）	

田
名
真
之　

前
掲
書
（
注
8
）

＊�

本
文
中
に
引
用
し
た
「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」
は
沖
縄
県
立
芸

術
大
学
附
属
研
究
所
編
『
鎌
倉
芳
太
郎
資
料
集
（
ノ
ー
ト
篇
）』

第
二
巻　

民
俗
・
宗
教
』
二
〇
〇
六　

沖
縄
県
立
芸
術
大
学
附
属

研
究
所
、『
中
山
世
鑑
』・
蔡
温
本
『
中
山
世
譜
』
は
『
琉
球
史
料

叢
書
』
一
九
七
二　

東
京
美
術
、『
琉
球
国
由
来
記
』
は
外
間
守
善
・

波
照
間
永
吉
編
『
定
本　

琉
球
国
由
来
記
』
一
九
九
七　

角
川
書

店
、『
遺
老
説
伝
』
は 

嘉
手
納
宗
徳
編
訳
『
球
陽
外
巻　

遺
老
説
伝
』

一
九
七
八
角
川
書
店
に
拠
っ
た
。

＊
＊
本
稿
に
関
連
す
る
論
文
と
し
て
、
注
（
4
）
の
他
に
次
の
二
編

が
あ
る
。
ご
併
読
を
乞
う
。「〈
型
〉
を
襲
う
物
語
―
―
「
佐
銘
川
大

ぬ
し
由
来
記
」
の
説
話
生
成
―
―
」『
古
代
文
学
』
第
五
十
一
号　

二
〇
一
二
、「
場
天
ノ
ロ
か
ら
聞
得
大
君
へ
、
あ
る
い
は
テ
ダ
シ
ロ
か

ら
ツ
キ
シ
ロ
へ
」（『
東
京
都
市
大
学
人
間
科
学
部
紀
要
』
第
三
号　

二
〇
一
二
。�

（
ほ
さ
か
・
た
つ
お
／
東
京
都
市
大
学
）


